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シ
ョ
ン
全
体
が
同
法

上
の
「
特
定
防
火
対
象

物
」
に
該
当
す
る
こ
と

に
な
り
管
理
組
合
が

法
定
点
検
報
告
義
務

を
負
う
こ
と
に
な
っ

た
た
め
だ
。
点
検
費
用

は
約
５
１
万
円
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。 

消
防
署
か
ら
指
摘

を
受
け
た
管
理
組
合

は
対
応
を
協
議
。
管
理

規
約
違
反
も
加
味
し

法
人
側
に
退
去
を
要

請
し
た
が
、
法
人
側
は

Ｇ
Ｈ
は
「
住
居
」
だ
と

主
張
。
「
規
約
違
反
で

は
な
い
」
と
し
て
退
去

を
拒
否
し
た
た
め
、
管

理
組
合
側
は
専
有
部

分
を
Ｇ
Ｈ
や
特
定
防

火
対
象
物
に
供
す
る

こ
と
を
禁
じ
る
規
約

変
更
を
行
い
１
８
年

に
提
訴
し
た
。 

◇ 

裁
判
で
は
Ｇ
Ｈ
使

用
が
規
約
違
反
か
、

「
共
同
の
利
益
に
反

す
る
行
為
」
か
ど
う
か

が
主
な
争
点
と
な
っ

た
。 規

約
違
反
に
つ
い

い
て
龍
見
裁
判
長
は
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大
阪
市
淀
川
区
の

マ
ン
シ
ョ
ン
で
障
害

者
用
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
（
Ｇ
Ｈ
）
と
し
て

住
戸
を
賃
借
使
用
す

る
社
会
福
祉
法
人
に

対
し
管
理
規
約
違
反

だ
と
し
て
管
理
組
合

が
区
分
所
有
法
５
７

条
に
基
づ
く
行
為
の

停
止
な
ど
を
求
め
た

裁
判
の
判
決
が
１
月

２
０
日
、
大
阪
地
裁

で
あ
っ
た
。
龍
見
昇

裁
判
長
は
Ｇ
Ｈ
と
し

て
の
使
用
停
止
と
、

管
理
組
合
が
法
的
措

置
に
要
し
た
実
費
相

当
額
と
し
て
求
め
た

約
８
５
万
円
を
法
人

側
に
支
払
う
よ
う
命

じ
る
判
決
を
言
い
渡

し
た
。 

判
決
で
は
、
Ｇ
Ｈ

と
し
て
の
住
戸
使
用

を
「
規
約
違
反
」
と

認
定
。
Ｇ
Ｈ
使
用
す

る
と
管
理
組
合
が
新

た
に
消
防
法
上
の
防

火
対
象
物
点
検
義
務

や
自
動
火
災
報
知
設

備
の
設
置
義
務
を
負

う
こ
と
な
ど
か
ら

「
管
理
組
合
の
経
済

的
負
担
等
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
は
明
ら

か
」
な
ど
と
し
て
、

使
用
は
「
共
同
の
利

益
に
反
す
る
行
為
」

だ
と
結
論
付
け
た
。

法
人
側
は
控
訴
し
て

い
る
。 

判
決
文
に
よ
れ

ば
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は

築
３
４
年
。 

管
理
規
約
で
は
入

居
当
初
か
ら
専
有
部

分
の
用
途
は
「
住
宅

専
用
」
と
規
定
さ
れ

て
い
た
が
、
２
０
０

３
年
に
は
法
人
が
Ｇ

Ｈ
と
し
て
住
戸
使
用

を
開
始
。
３
階
と
７

階
の
２
戸
を
賃
借
し

重
度
の
障
害
者
計
６

人
が
入
居
し
て
い

た
。 管

理
組
合
は
Ｇ
Ｈ

使
用
を
知
ら
な
か
っ

た
が
約
６
年
前
に
消

防
署
か
ら
指
摘
を
受

け
Ｇ
Ｈ
の
使
用
が
判

明
し
た
。 

１
５
年
４
月
の
消

防
法
施
行
令
の
改
正

で
住
戸
を
障
害
者
の

Ｇ
Ｈ
と
し
て
使
用
し

て
い
る
場
合
、
マ
ン

「
コ
ロ
ナ
予
防
」
理
由
に 

申

請

不

受

理 

ま
ず
、
Ｇ
Ｈ
と
し
て
使

用
さ
れ
る
住
戸
が
あ

る
と
管
理
組
合
は
自

動
火
災
報
知
機
の
設

置
義
務
を
負
う
な
ど
、

消
防
法
上
の
「
『
共
同

住
宅
特
例
』
の
適
用
を

維
持
す
る
た
め
の
対

応
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
と
と
も
に
特
例
に

適
合
し
な
く
な
る
危

専
有
部
分
工
事
認
め
る

決
定 

険
を
負
担
し
て
い
る
」

と
指
摘
。 

変
更
前
の
規
定
も

含
め
管
理
規
約
に
は

「
マ
ン
シ
ョ
ン
内
に

福
祉
施
設
等
の
住
戸

利
用
施
設
が
存
在
す

る
こ
と
を
許
容
す
る

こ
と
を
定
め
た
規
定

は
な
い
」
点
も
考
慮

し
、
こ
う
し
た
リ
ス
ク

負
担
は
「
管
理
規
約
で

予
定
さ
れ
て
い
る
建

物
ま
た
は
敷
地
も
し

く
は
附
属
施
設
の
管

理
の
範
囲
外
」
と
認
定

し
、
規
約
違
反
を
認
定

し
た
。 

「
共
同
の
利
益―

」

で
は
、
Ｇ
Ｈ
事
業
に
つ

い
て
「
障
害
を
有
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
対

策
を
理
由
に
専
有
部

分
リ
フ
ォ
ー
ム
の
申

請
を
受
理
し
な
い
方

針
に
異
議
を
唱
え
た

法
人
区
分
所
有
者
が

工
事
実
施
を
求
め
て

仮
処
分
を
申
請
す
る

事
態
に
見
舞
わ
れ
た

大
阪
府
の
マ
ン
シ
ョ

ン
で
、
別
の
区
分
所

有
者
が
管
理
組
合
に

工
事
実
施
を
認
め
る

よ
う
同
様
の
仮
処
分

を
申
請
し
て
い
た
。

大
阪
地
裁
は
法
人
区

分
所
有
者
の
申
請
を

認
め
た
決
定
に
続

き
、
昨
年
１
０
月
１

２
日
付
で
こ
の
申
し

立
て
を
認
め
る
決
定

を
し
た
。
管
理
組
合

は
保
全
異
議
を
申
し

立
て
た
が
１
月
１
３

日
に
同
地
裁
は
１
０

月
の
決
定
を
認
可
す

る
決
定
を
し
て
い

る
。 決

定
文
や
申
立
書

等
に
よ
れ
ば
、
申
し

立
て
は
昨
年
９
月
。

理
事
会
が
予
防
対
策

の
方
針
を
決
め
た
翌

年
に
リ
フ
ォ
ー
ム
予

定
届
、
昨
年
８
月
に

申
請
書
等
を
提
出
し

た
が
承
認
さ
れ
な
か

っ
た
。 

決
定
で
は
、
一
部

の
業
者
に
よ
る
施
工

の
み
申
請
を
受
理
、

ま
た
作
業
は
１
日
原

則
２
時
間
以
内
と
す

る
な
ど
の
感
染
症
予

防
対
策
の
継
続
を
決

め
た
昨
年
６
月
の
臨

時
総
会
決
議
は
、
専

有
部
分
リ
フ
ォ
ー
ム

を
予
定
し
て
い
た
区

分
所
有
者
の
「
受
任

す
べ
き
限
度
を
超
え

る
も
の
で
あ
り
、
か

つ
、
そ
の
承
諾
を
得

て
い
な
い
」
と
認
定
。 

（
２
面
へ
続
く
） 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
使
用
認
め
ず 

規
約 

違
反 

「
共
同
利
益
背
反
行
為
」と
認
定 

1/20 大阪地裁 

1/13 大阪地裁 

区
分
所
有
者
が
仮
処
分
申
請 

利
用
者
に
共
同
生
活

の
場
所
を
提
供
す
る

公
益
性
の
高
い
事
業

で
あ
る
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
」
と
理
解
を

示
し
た
。 

だ
が
防
火
対
象
物

定
期
点
検
費
用
の
負

担
が
新
た
に
区
分
所

有
者
に
課
せ
ら
れ
る

点
な
ど
か
ら
「
法
人
が

規
約
の
規
定
に
違
反

し
て
事
業
を
営
む
こ

と
に
よ
る
利
益
が
他

の
区
分
所
有
者
が
被

る
不
利
益
よ
り
も
優

先
さ
れ
る
と
は
認
め

ら
れ
な
い
」
と
し
、
Ｇ

Ｈ
使
用
は
「
共
同
の
利

益
に
反
す
る
行
為
」
だ

と
結
論
付
け
た
。 

法
人
側
は
、
Ｇ
Ｈ
の

停
止
請
求
な
ど
が
障

害
を
理
由
と
す
る
差

別
を
禁
止
し
た
障
害

者
基
本
法
４
条
１
項

や
、
事
業
者
に
不
当
な

差
別
的
取
り
扱
い
を

禁
じ
た
障
害
者
差
別

解
消
法
８
条
１
項
に

照
ら
し
「
公
序
良
俗
に

反
し
違
法
無
効
で
あ

る
」
と
訴
え
た
が
、
龍

見
裁
判
長
は
「
障
害
を

理
由
と
す
る
不
利
益

な
取
り
扱
い
で
あ
る

と
は
認
め
ら
れ
な
い
」

と
し
、
法
人
側
の
主
張

を
退
け
た
。
（
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
新
聞
１
１

９
４
号
） 

 

使用なら消防法 
上の扱い変更で 管理組合の負担増 



第 00083 号                                     2022 年（令和 4 年）3 月 25 日（隔月発行）（ 2 ）                             

 

編集後記：マンション管理組合運営は、決して管理会社等に任せきりにせず、管理組合が主体性を持って取組む

ことが大切です。日常の管理業務は管理会社に委託しても、委託内容・管理仕様、大規模修繕工事、長期修繕計

画等は管理組合の大きな資金を費消することから、管理組合自身が経営的な感覚を持って判断・取組むことが求

められています。管理組合の役員の方々の多くは仕事を持っていることから、これに費やす時間は難しいのが現

実ですが、組合運営の方針・意思決定は自ら（主体的）でする必要があります。マンション管理士等の外部の 

専門家の活用することで、効率的、合理的、公平で継続性のある管理組合運営の近道ともなります。（吉田） 

 

同
サ
ー
ビ
ス
は
管

理
計
画
認
定
申
請
手

続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
実
施
で
き
る
よ
う

に
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
電
子
シ
ス

テ
ム
。
申
請
者
が
必

要
事
項
を
入
力
す
る

と
地
元
自
治
体
に
提

出
す
る
申
請
書
が
自

動
生
成
さ
れ
る
仕
組

み
だ
。 

７
日
に
は
同
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
申
請
用
の
専
用
ペ

ー
ジ
が
開
設
さ
れ

た
。
シ
ス
テ
ム
の
利

用
料
は
１
申
請
当
た

り
税
込
み
１
万
円
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士

に
事
前
確
認
を
依
頼

す
る
際
の
手
数
料
が

別
途
か
か
る
。
万
一

管
理
計
画
が
認
定
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
で

も
シ
ス
テ
ム
利
用
料

は
返
金
さ
れ
な
い
。 

「
事
前
確
認
」
は
、

管
理
計
画
の
認
定
申

請
前
に
同
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る
講
習
を

修
了
し
た
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
士
が
管
理
計

画
認
定
基
準
へ
の
適

合
状
況
を
確
認
す

る
。
基
準
に
適
合
し

て
い
る
場
合
、
管
理

組
合
に
「
事
前
確
認

適
合
証
」
を
発
行
す

る
。 新

築
を
対
象
と
し

た
「
予
備
認
定
」
に

お
け
る
適
合
確
認

も
、
同
講
習
を
修
了

し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
士
が
行
う
こ
と
に

し
て
い
る
。 

計
画
を
作
る
自
治

体
が
設
定
で
き
る
独

自
の
認
定
基
準
に
つ

い
て
は
、
確
認
の
対

象
外
。 

４
月
か
ら
管
理
計

画
認
定
制
度
の
開
始

を
予
定
す
る
自
治
体

に
は
、
こ
の
適
合
証

の
提
出
を
必
須
に

し
、
ま
た
適
合
証
の

有
無
で
手
数
料
に
差

を
設
け
る
ケ
ー
ス
が

多
い
。 

◇ 

事
前
確
認
講
習
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

す
る
。
対
象
は
登
録

済
み
の
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士
。
登
録
後
５

年
が
経
過
し
て
い
る

場
合
は
法
定
講
習
の

受
講
が
条
件
だ
。
３

月
７
日
に
募
集
を
始

め
４
月
８
日
午
後
５

時
ま
で
受
け
付
け

る
。
講
習
開
催
期
間

は
３
月
２
８
日
午
前

９
時
３
０
分
～
５
月

９
日
午
後
５
時
。
受

講
料
は
税
込
み
１
万

円
。 講

習
の
有
効
期
間

は
講
習
修
了
日
か
ら

５
年
が
経
過
し
た
日

証
が
発
行
さ
れ
、
セ

ン
タ
ー
の
講
習
修
了

者
名
簿
に
登
録
が
行

わ
れ
る
。 

効
果
測
定
は
１
回

の
み
実
施
可
能
。
時

間
制
限
は
な
く
、
受

講
テ
キ
ス
ト
を
参
照

し
な
が
ら
実
施
で
き

る
が
、
正
答
率
が
８

割
未
満
の
場
合
修
了

証
は
発
行
さ
れ
ず
、

ま
た
講
習
受
講
料
も

返
金
さ
れ
な
い
の
で

注
意
が
必
要
だ
。
次

回
講
習
は
今
年
８
月

ご
ろ
を
予
定
し
て
い

る
。 受

講
申
し
込
み
な

ど
詳
細
は
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

（
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

新
聞
１
１
９
８
号
） 

管

理

計

画

認

定 

手
続
き
支
援
サ
ー
ビ
ス 

専
用
ペ
ー
ジ
も
開
設 

マンション管理センター 

が
属
す
る
年
度
末
。

初
回
の
受
講
修
了
者

は
修
了
年
月
日
に
関

わ
ら
ず
２
０
２
７
年

度
末
（
２
８
年
３
月

３
１
日
）
が
期
限
に

な
る
と
し
て
い
る
。 

内
容
は
今
回
の
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正

化
法
の
改
正
内
容
、

管
理
計
画
認
定
制
度

の
概
要
、
管
理
計
画

認
定
に
関
す
る
事
務

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
管

理
計
画
認
定
手
続
き

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
事

前
確
認
等
で
約
２
時

間
。
動
画
は
単
元
ご

と
に
分
割
さ
れ
て
い

る
。 受

講
後
は
講
習
開

催
期
間
に
効
果
測
定

を
実
施
す
る
。
正
答

率
８
割
以
上
で
修
了

公
益
財
団
法
人
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー
は
３
月
４
日
、
管
理
計
画
認
定
制
度
に

お
け
る
「
管
理
計
画
認
定
手
続
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
を
同
制
度
の
開
始
に
合
わ
せ
４
月
か

ら
提
供
を
始
め
る
、
と
発
表
し
た
。
事
前
確
認
を
行
う
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
が
受
講
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
事
前
確
認
講
習
」
の
実
施
概
要
も
明
ら
か
に
し
、
７
日
か
ら
受

講
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
る
。 

４
月
１
日 

提
供
開
始
へ 

（
１
面
の
続
き
） 

規
約
の
変
更
が
一

部
の
区
分
所
有
者
の

権
利
に
特
別
の
影
響

を
与
え
る
と
き
は
当

該
区
分
所
有
者
の
承

認
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
す
る
区
分

所
有
法
の
規
定
に
反

す
る
と
し
た
。 

感
染
の
予
防
目
的

自
体
は
「
一
定
の
合

理
性
を
有
す
る
」
と

支
持
。 

た
だ
、
予
防
策
は

専
有
部
分
リ
フ
ォ
ー

ム
を
「
実
質
的
に
一

律
不
許
可
と
す
る
内

容
」
で
、
期
間
も
「
政

府
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
終
息

等
の
発
令
が
行
わ

れ
る
ま
で
」
と
「
予

測
困
難
か
つ
比
較

的
長
期
間
」
に
及
ぶ

と
し
、
区
分
所
有
者

の
不
利
益
は
「
相
当

大
き
い
と
い
う
べ

き
で
あ
る
」
と
指
摘

し
た
。 

保
全
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
、
住
戸

の
ロ
ー
ン
の
支
払

い
削
減
の
た
め
に

売
却
の
必
要
が
あ

る
点
を
捉
え
、
工
事

実
施
の
必
要
性
を

認
め
た
。 

管
理
組
合
は
「
昨

年
１
０
月
の
臨
時
総

会
決
議
で
予
防
対
策

を
緩
和
し
て
い
る
」

と
主
張
し
た
が
「
許

可
す
る
と
の
約
束
を

し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
」
な
ど
と
指
摘
。

昨
年
８
月
の
仮
処
分

決
定
後
も
予
防
対
策

に
基
づ
く
「
対
応
を

正
当
化
し
続
け
て
い

る
」
等
を
踏
ま
え
、

工
事
を
「
妨
害
し
続

け
て
き
た
と
い
う
べ

き
」
と
退
け
た
。（
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
新
聞

１
１
９
４
号
） 


